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中
世
以
前
の
敦
賀
1
京
都
聞
の
交
通
路
を
考
え
て

み
る
と
、
徒
歩
の
み
で
行
く
場
合
に
は
琵
琶
湖
西
岸

の
街
道
を
進
む
の
で
あ
る
が
、
途
中
で
湖
上
舟
運
を

利
用
す
る
場
合
に
は
、
北
岸
の
海
津
・
大
浦
・
塩
津

な
ど
か
ら
南
岸
の
大
津
ま
で
を
船
に
乗
る
こ
と
に
な

る
。
と
く
に
米
や
材
木
等
の
重
量
物
の
運
搬
に
あ
た

っ
て
は
、
陸
路
部
分
を
で
き
る
だ
け
短
縮
し
た
ほ
う

が
経
費
の
節
減
に
つ
な
が
る
の
で
、
湖
上
舟
運
は
頻

繁
に
利
用
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

物
資
輸
送
に
関
す
る
中
世
史
料
は
極
め
て
乏
し
い

泉

塩
津
街
道
と
荒
地
中
山
関

が
、
そ
の
な
か
で
塩
津
街
道
(
敦
賀
|
塩
津
)
の
牛

馬
の
駄
賃
を
示
し
た
史
料
が
得
ら
れ
た
の
で
こ
こ
に

紹
介
し
、
ま
た
そ
の
途
中
に
設
置
さ
れ
て
い
た
荒
地

中
山
関
に
つ
い
て
も
、
史
料
を
掲
げ
て
若
干
の
検
討

を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

(ごj

甫
寸
E
T
t
E
 

ま
ず
、
敦
賀
か
ら
琵
琶
湖
北
岸
に
至
る
経
路
を
図

で
示
し
て
お
こ
う
。
近
世
初
期
に
編
集
さ
れ
た
『
越

(
1
)
 

前
地
理
便
覧
』
を
参
考
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

経
路
ー
と
し
て
は
、
敦
賀
津
内
町
|
疋
田

l
追
分

山
中
|
海
津
と
辿
る
、
い
わ
ゆ
る
七
里
半
越
が
あ

る
。
こ
の
呼
称
は
そ
の
聞
の
道
法
が
七
里
半
あ
る
と

こ
ろ
に
拠
る
も
の
で
、
徒
歩
旅
行
者
の
大
部
分
は
こ

こ
を
通
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

経
路
H
と
し
て
は
、
七
里
半
越
の
途
中
の
山
中
ま

で
至
り
、
こ
こ
で
左
折
し
て
国
境
を
越
え
、
大
浦
に

至
る
も
の
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
大
浦
越
と
称
さ
れ
る

経
路
で
あ
る
。
こ
の
経
路
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
史
料
と
し
て
、
慶
長
十
八
年
二
六
一
三
)
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七
月
五
日
付
、
山
中
村
宛
て
の
板
倉
勝
重
提
書
写
の

一
節
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

(
山
中
)

一
当
所
よ
り
江
州
上
下
往
還
之
儀
、
海
津
・
大

浦
い
つ
か
た
成
共
、
荷
物
其
者
望
次
第
、
可

(
2
)
 

罷
通
事
。

こ
の
綻
書
は
『
敦
賀
志
』
と
題
す
る
近
世
後
期
の

地
誌
書
(
石
塚
資
元
筆
)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
山
中
か
ら
大
浦
に
至
る

い
わ
ゆ
る
大
浦
越
も
、
か
な
り
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

経
路
皿
と
し
て
は
、
疋
田
|
追
分

l
深

坂

越

沓

掛
塩
津
と
辿
る
、
い
わ
ゆ
る
深
坂
越
が
あ
げ
ら
れ

る
。
敦
賀
か
ら
湖
岸
に
至
る
最
短
の
経
路
が
こ
れ
で

あ
る
が
、
し
か
し
深
坂
越
は
標
高
約
三
七

0
メ
ー
ト

ル
あ
る
の
で
、
重
且
一
塁
物
運
送
に
は
無
理
が
多
い
で
あ

ろ、つ。最
後
に
経
路
W
と
し
て
、
疋
回
|
麻
生
口

i
新
道

野
i
沓
掛
|
塩
津
と
辿
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
経
路

を
『
敦
賀
志
』
で
は
新
道
野
街
道
と
呼
ん
で
い
る
の

で
、
本
稿
で
も
こ
の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
経
路
の
道
法
は
約
七
里
で
、
深
坂
越
よ
り
は
一

里
程
長
く
な
る
が
、
標
高
は
約
二
六

0
メ
ー
ト
ル
程

度
と
、
四
つ
の
経
路
の
う
ち
で
は
最
も
低
い
。
そ
の

た
め
に
重
量
物
運
搬
に
際
し
て
は
‘
こ
の
新
道
野
街

道
が
最
も
よ
く
利
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
経
路
に
関
し
て
『
敦
賀
志
』
の
著
者
石
塚
資
元

は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

(
新
道
村
)

此
村
ハ
、
深
坂
よ
り
追
分
へ
出
し
官
道
や
ミ
て
、

今
の
新
道
野
街
道
や
や
開
け
初
け
ん
頃
、
奥
麻

生
よ
り
出
た
る
成
へ
は
い

す
な
わ
ち
、
古
く
は
深
坂
越
が
「
官
道
」
と
し
て

用
い
ら
れ
て
お
り
、
後
に
な
っ
て
新
道
野
街
道
が
発

展
し
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
が
何
に

基
づ
く
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
正
鵠
を

射
た
理
解
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
深
坂
越
と
新
道
野
街
道
は
、
と
も
に
塩
津

に
向
か
う
経
路
で
あ
り
、
史
料
解
釈
の
上
で
こ
の
二

つ
を
区
別
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
少
な

く
な
い
の
で
、
以
下
で
は
便
宜
上
こ
の
二
つ
を
総
称

し
て
塩
津
街
道
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
塩
津
街
道
の
利
用
を
示

す
中
世
史
料
を
探
し
て
み
よ
う
。
今
の
と
こ
ろ
次
の

一
点
が
得
ら
れ
て
い
る
。

気
比
之
御
材
木
:
・
(
中
略
)
・
:
殊
今
度
江
州
よ

り
出
候
御
材
木
之
儀
も
、
塩
津
浦
よ
り
疋
壇
ま

て
、
敦
賀
郡
人
ま
も
り
で
引
候
。
其
証
文
為
御

披
見
進
候
。
委
細
笠
松
宗
左
衛
門
尉
可
申
候
。

羽
山
々
甜
陸
一
言
。

(

氷

正

十

二

年

カ

)

(

朝

倉

)

六

月

九

日

教

景

(

花

押

)

(
佐
脱
カ
)
(
康
忠
)

青
木
隼
人
殿

(
広
次
)

印
牧
新
右
衛
門
尉
殿

(
4
J

御
宿
所

こ
の
史
料
は
、
永
正
三
年
(
一
五

O
六
)
に
火
災

で
焼
失
し
た
気
比
社
を
再
建
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の

用
材
を
近
江
国
葛
川
で
調
達
し
て
、
こ
れ
を
敦
賀
に

ま
で
輸
送
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
葛
川
か
ら
安
曇

川
を
流
下
し
て
琵
琶
湖
に
入
っ
た
材
木
は
、
北
岸
の

塩
津
に
集
積
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
疋
田
に
向
け
て
「
敦

賀
郡
人
ま
も
り
で
引
候
」
と
て
、
敦
賀
郡
内
で
徴
発

さ
れ
た
人
夫
に
よ
り
引
い
て
運
ば
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
経
路
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
深
坂
越
よ

り
も
新
道
野
街
道
の
方
が
、
道
法
は
や
や
長
く
て
も

標
高
差
で
は
か
な
り
楽
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、

新
道
野
街
道
を
行
っ
た
可
能
性
が
最
も
高
い
。
ま
た

疋
田
に
着
い
た
材
木
は
、
こ
こ
か
ら
先
は
笠
ノ
川
の

河
流
を
利
用
し
て
流
下
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か

く
し
て
調
達
さ
れ
た
用
材
に
よ
り
、
気
比
社
は
よ
う

や
く
永
正
十
二
年
(
一
五
一
五
)
九
月
に
立
柱
上
棟

(
5
)
 

に
こ
ぎ
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
1

『
越
前
地
理
便
覧
』
(
杉
原
丈
夫
・
松
原
信
之
氏
編
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『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書
』
上
巻
)
。

『
敦
賀
志
』
(
『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
五
巻
)
。

同
右
書
。

「
中
山
家
文
書
」
(
山
本
元
氏
編
『
敦
賀
郡
古
文

書
E
。

拙
稿
「
戦
国
期
の
気
比
社
造
営
」
(
福
井
県
立
武
生

高
等
学
校
『
武
高
評
論
』
第
一
回
号
)
。

3 4 5 

伝)

83 

塩
津
街
道
の
駄
賃
を
一
示
す
史
料
と
し
て
最
も
著
名

な
の
が
、
十
世
紀
前
期
に
編
集
さ
れ
た
『
延
喜
式
』

巻
第
二
六
の
主
税
の
条
項
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

自
敦
賀
津
運
塩
津
、
駄
賃
米
一
斗
六
升
。
自
塩

津
漕
大
津
、
船
賃
石
別
米
二
升
、
屋
賃
石
別
一

升
、
挟
紗
六
斗
、
水
手
四
斗
。
自
大
津
運
京
、

(
石
脱
カ
}

駄
賃
別
米
八
升
。
自
余
雑
物
斤
両
、
准
米
。

こ
の
規
定
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
平
安
初
期
の

物
資
輸
送
の
公
式
経
路
が
塩
津
街
道
で
あ
っ
た
こ
と

と
、
そ
の
駄
貨
が
米
一
石
あ
た
り
米
一
斗
六
升
、
つ

ま
り
比
率
で
一
六
%
で
あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
続

い
て
塩
津
よ
り
先
は
琵
琶
湖
の
舟
運
を
用
い
、
船
賃

が
石
別
二
升
、
屋
賃
(
倉
庫
保
管
料
か
)
が
石
別
一

泉

塩
津
街
道
と
荒
地
中
山
関

升
、
ま
た
船
を
操
る
挟
紗
に
六
斗
、
水
手
に
四
斗
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
挟
紗
と
水
手
に
支
払
う
手
間

賃
は
船
一
般
分
が
単
位
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

こ
れ
を
石
別
に
換
算
し
て
お
こ
う
。
同
じ
条
項
の
若

狭
国
に
関
す
る
規
定
が
参
考
に
な
る
。

自
勝
野
津
至
大
津
、
船
賃
米
石
別
一
升
、
扶
紗

功
四
斗
、
水
手
三
斗
。
但
挟
秒
一
人
、
水
手
四

人
、
漕
米
五
十
杭
~

す
な
わ
ち
若
狭
固
か
ら
の
米
は
、
九
里
半
街
道
を

通
っ
て
勝
野
津
(
所
在
未
詳
、
今
津
ま
た
は
そ
の
近

隣
か
)
に
運
ば
れ
、
こ
こ
か
ら
船
で
大
津
に
渡
る
と

い
う
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
船
が
、
扶

紗
一
人
・
水
手
四
人
で
米
五

O
石
積
み
と
記
さ
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
塩
津
を
発
す
る
越
前
国
の
物
資
も
、

当
然
な
が
ら
同
規
模
の
船
に
乗
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

か
ら
、
前
述
の
手
間
賃
は
米
五

O
石
を
基
準
と
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
数
値
を
用
い
て

計
算
す
れ
ば
、
塩
津
i
大
津
間
の
挟
紗
は
石
別
一
升

二
合
、
水
手
は
石
別
八
A
口
、
合
計
し
て
石
別
二
升
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
塩
津
i
大
津
聞
の
湖

上
運
搬
の
経
費
は
、
船
賃
・
屋
賃
、
お
よ
び
挟
抄
と

水
手
の
手
間
賃
を
す
べ
て
合
わ
せ
て
、
石
別
五
升
(
比

率
で
五
%
)
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

つ
い
で
大
津
に
上
陸
し
た
荷
物
は
、
京
都
へ
牛
馬

で
運
ば
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
駄
賃
は
石
別
八
升

(
比
率
で
八
%
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
規
定

を
表
に
ま
と
め
た
の
が
第
一
表
で
あ
る
。

〔第 1表〕米 1石別の運賃

延喜式(10世紀前期)
気比社所当米等注進目録

( 13世紀前期)

敦賀~塩津 駄賃l斗6升(16%) 駄賃 2斗(20%)

塩津~大津 船賃など~升( 5%) 船賃4升8合 (4.8%) 

大津~京都 駄賃 8升(8%) 車力賃 l斗(10%)

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
輸
送
経
費
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
史
料
が
実
は
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
建
暦
二

年
二
二
一
二
)
に
ま
と
め
ら
れ
た
気
比
社
所
当
米

等
注
進
目
録
の
、
次
の
よ
う
な
箇
所
で
あ
る
。
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本
家
御
分
三
百
九
十
八
石
三
升
四
合
四
タ
三
オ
大
津
車
力
と
は
、
大
津
か
ら
京
都
ま
で
車
を
用
い

正
米
二
百
八
十
七
石
一
斗
三
升
二
タ
巴
京
定
て
荷
物
を
運
送
す
る
人
夫
(
の
ち
に
い
う
車
借
)
で

雑
用
米
百
十
石
三
斗
四
合
三
タ
四
オ
あ
ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
『
延
喜
式
』
に
も
、
「
自

(
淀
)

大
津
車
カ
二
十
八
石
七
斗
三
合
三
タ
与
等
津
運
京
、
車
賃
石
別
米
五
升
」
と
見
え
た
の
で
、

水
海
船
賃
十
五
石
一
斗
九
升
二
合
三
タ
三
十
世
紀
に
淀

1
京
都
聞
で
活
躍
し
て
い
た
車
力
が
、

才一
ι
別

一

凹

升

八

合

十

三

世

紀

段

階

で

は

大

津

1
京
都
聞
で
も
用
い
ら
れ

Z
J
肱
カ
}

山
越
駄
賃
六
十
石
三
斗
三
升
九
合
石
別
二
斗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
水
海
船
賃
と

大
宮
司
御
分
百
七
十
二
石
六
升
六
合
三
タ
三
オ
は
、
湖
上
を
塩
津
か
ら
大
津
ま
で
渡
る
の
に
必
要
な

正
米
百
二
十
四
石
三
斗
八
升
六
合
己
京
定
船
賃
で
あ
り
、
ま
た
山
越
駄
貨
が
塩
津
街
道
を
行
く

(
六
斗
脱
カ
)

雑
用
米
四
十
七
石
八
升
三
合
三
タ
三
才
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ

大
津
車
力
十
二
石
四
斗
三
升
八
合
三
タ

Jd
し
て
こ
れ
ら
運
送
経
費
の
比
率
が
、
大
津
車
力
石
別

水
海
船
賃
六
石
五
斗
六
升
七
合
四
タ
向
調
…
一
斗
(
一
O
%
)
、
水
海
船
賃
石
別
四
升
八
A
口
(
四
・
八

山
越
駄
賃
二
十
八
石
(
は
)
斗
七
升
七
合
六
タ
%
)
、
山
越
駄
賃
石
別
二
斗
(
二
O
%
)
と
注
記
さ

三

才

石

別

二

斗

れ

て

い

る

点

が

重

要

な

の

で

あ

る

。

こ

の

数

値

を

先

こ
の
史
料
は
、
気
比
社
よ
り
京
都
の
本
家
や
大
宮
に
示
し
た
第
一
表
に
、
合
わ
せ
て
記
入
し
て
み
よ
う
。

司
に
納
入
す
べ
き
所
当
米
等
を
列
記
し
た
目
録
で
あ
な
お
、
こ
の
三
一
項
目
の
雑
用
米
の
算
出
方
法
を
確

る
が
、
本
家
分
三
九
八
石
余
の
う
ち
実
際
に
京
都
ま
認
す
る
た
め
に
第
二
表
を
見
て
お
き
た
い
。
当
然
の

で
送
り
届
け
ら
れ
る
の
は
二
八
七
石
余
(
京
定
と
注
こ
と
で
は
あ
る
が
、
大
津
車
力
貨
は
正
米
に
一
O
%

記
さ
れ
て
い
る
)
で
、
残
り
の
一
一
O
石
余
は
雑
用
を
乗
じ
た
数
値
、
水
海
船
貨
は
(
正
米
十
大
津
車
力
)

米
つ
ま
り
運
送
経
費
と
し
て
支
出
さ
れ
て
し
ま
う
と
に
四
・
八
%
を
乗
じ
た
数
値
、
山
越
駄
貨
は
(
正
米

見
え
、
そ
の
内
訳
が
大
津
車
力
・
水
海
船
賃
・
山
越
十
大
津
車
力
十
水
海
船
賃
)
に
二
O
%
を
乗
じ
た
数

駄
賃
の
三
項
目
な
の
で
あ
る
。
大
宮
司
分
一
七
二
石
値
、
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
=
一
項
目
の
合
計

余
に
つ
い
て
も
同
様
の
雑
用
米
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
が
雑
用
米
一
一
O
石
余
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

〔第2表〕雑用米の算出方法(本家分について)

=287石1302XO.1
(正米) (石別l斗)

28石7033大津車力

15石19233=315石8335XO.048
(正米+大津車力)(石別4升8合』

水海船賃

=331石02583XO. 2 
(正米+大津車力+水海船賃)

(石別2斗)

60石339
(66カ)

110石30434

山越駄賃

雑用米

そ
こ
で
第
一
表
に
立
ち
戻
る
。
『
延
喜
式
』
が
示
す

十
世
紀
の
運
送
経
費
と
、
気
比
社
所
当
米
等
注
進
目

録
に
記
さ
れ
る
十
三
世
紀
の
運
送
経
費
と
を
対
比
し

て
み
る
と
、
駄
貨
は
と
も
に
一
・
二
五
部
に
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
船
賃
は

0
・
九
六
倍
と
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
(
駄
賃
と
車
力
賃
は
輸

送
方
法
が
異
な
る
だ
け
で
内
容
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
、

区
別
す
る
に
は
及
ぶ
ま
い
)
こ
の
よ
う
な
変
動
は
何

が
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

変
動
の
前
提
に
は
、
物
資
流
通
量
の
増
加
現
象
が
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あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
増
加
に
対
し
、
湖
上

舟
運
業
者
の
輸
送
能
力
は
よ
く
対
応
し
て
増
大
し
た

が
、
馬
借
業
者
の
方
は
充
分
に
対
応
で
き
ず
、
そ
の

能
力
を
越
え
た
需
要
(
つ
ま
り
物
資
流
通
量
の
増
加
)

が
生
じ
て
い
た
た
め
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
考
え

て
み
る
に
、
湖
上
舟
運
の
場
合
は
、
塩
浬
や
大
津
以

外
の
業
者
が
船
を
ま
わ
し
て
荷
物
を
輸
送
す
る
こ
と

も
容
易
で
あ
る
し
、
ま
た
新
た
に
船
を
建
造
す
れ
ば
、

一
般
で
米
五

O
石
を
積
む
こ
と
が
で
き
て
、
そ
の
能

力
は
一
気
に
高
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
馬
借
の
場
合

は
、
馬
の
背
に
載
る
荷
物
量
は
決
し
て
多
く
は
な
い

か
ら
、
若
干
の
業
者
数
が
ふ
え
て
も
、
そ
の
能
力
が

急
激
に
高
ま
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
加
え
て
、
他

地
域
の
馬
借
が
臨
時
的
に
荷
物
を
運
ぶ
に
し
て
も
、

お
の
ず
と
種
々
の
制
約
が
生
じ
て
、
急
速
な
能
力
の

向
上
は
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
次
第
に
馬

借
に
対
し
て
は
過
剰
需
要
の
状
況
が
生
じ
、
そ
れ
が

駄
賃
の
増
額
と
い
う
結
呆
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
1
『
延
喜
式
』
巻
第
二
六
(
『
国
史
大
系
』
第
一
一
一
一

巻)。同
右
書
。

2 

85 

3 

気
比
神
宮
編
『
気
比
富
社
記
』

泉

塩
津
街
道
と
荒
地
中
山
関

(四)

敦
賀
か
ら
琵
琶
湖
北
岸
に
至
る
中
間
に
荒
地
山
(

有
乳
山
・
愛
発
山
な
ど
と
も
)
が
あ
る
。
古
来
よ
り

和
歌
な
ど
に
詠
ま
れ
て
著
名
な
山
で
、
石
塚
資
元
著

『
敦
賀
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

あ
ら
ち
山
ハ
諸
書
に
見
ゆ
る
所
、
今
の
山
中
村

の
前
後
の
高
嶺
を
い
ひ
て
、
南
ハ
海
津
の
此
方

よ
り
、
北
ハ
道
口
辺
迄
、
玉
里
許
の
問
の
惣
名

也。
こ
の
地
域
は
ま
た
荒
地
の
中
山
と
も
称
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
八
に
は
、

平
氏
勢
が
時
四
城
に
向
か
う
に
あ
た
っ
て
、

西
路
ニ
ハ
、
大
津
・
三
井
寺
・
片
田
浦
・
比
良

.
高
島
・
木
津
ノ
宿
・
今
津
・
海
津
ヲ
打
過
テ
、

荒
乳
ノ
中
山
ニ
懸
テ
、
天
熊
・
国
境
・
匹
壇
・

(
1
)
 

三
日
行
越
テ
、
敦
賀
津
ニ
著
ニ
ケ
リ
。

と
語
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。

(
2
)
 

黒
田
日
出
男
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
中
山
と
は
地

域
と
地
域
と
の
中
間
に
あ
る
境
界
の
山
、
と
り
わ
け

交
通
路
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
山
の
こ
と
を
言
っ
た

と
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
境
界
部
に
お
い
て
、

交
通
路
が
い
く
つ
か
に
分
岐
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
荒
地
中
山
は
い
う
ま
で
も
な

く
越
前
国
と
近
江
国
の
境
界
で
あ
り
、
そ
の
区
域
の

交
通
路
が
少
な
く
と
も
二
つ
(
七
里
半
越
方
面
と
塩

津
街
道
方
面
、
細
か
く
見
れ
ば
四
つ
)
に
分
岐
し
て

い
る
こ
と
は
、
前
掲
の
地
図
に
見
え
る
通
り
で
あ
る
。

こ
の
荒
地
中
山
は
ま
た
、
古
来
よ
り
関
所
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。
北
陸
道
を
掘

す
る
地
点
と
し
て
極
め
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と

の
現
わ
れ
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
『
令
義
解
』
軍
防
令

に
は
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

凡
置
関
、
応
守
園
者
・
:
(
中
略
)
:
・
並
置
配
兵

士
、
分
番
上
下
。
其
三
関
者
醐
ゆ
醐
醐
脱
党
特
均
一
師
、

(
3
)
 

設
鼓
吹
軍
器
、
国
司
分
当
守
因
。

す
な
わ
ち
、
鈴
鹿
関
・
不
破
関
・
愛
発
関
を
三
関

と
称
し
て
、
そ
の
軍
事
上
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
関
所
は
そ
の
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
設
置

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
に
関
係
史
料
を
引

用
し
て
お
こ
う
。

越
前
回
凶
徒
蜂
起
之
由
、
有
其
開
。
熊
谷
小
四

郎
直
経
早
相
従
蓮
秀
催
促
、
可
令
警
固
荒
地
山

者
、
天
気
如
此
。
悉
之
。

(
建
武
三
年
カ
)

(

4

)

十
二
月
十
四
日
左
中
将
(
花
押
)
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(
朽
木
)

佐
々
木
出
羽
四
郎
兵
衛
尉
頼
氏
軍
忠
事
。

右
、
属
御
手
:
・
(
中
略
)
・
:
同
四
月
晦
日
、
打

破
荒
地
中
山
関
、
同
日
押
寄
疋
田
、
追
落
但
馬

(

焼

)

(

五

月

)

房
一
以
下
凶
徒
、
燈
払
城
郭
。
同
四
日
、
致
金
崎

合
戦
之
問
、
騎
馬
射
畢
:
・
(
中
略
)
:
・
如
此
抽

忠
節
上
者
、
早
賜
御
判
、
為
備
後
証
亀
鏡
、
恐

々
言
上
如
件
。

建
武
五
年
間
七
月
日

(
京
極
導
誉
)

(

5

)

「
承
了
(
花
押
)
L

建
武
三
年
(
一
三
三
六
)
十
月
に
新
岡
義
貞
ら
が

越
前
国
へ
入
部
し
て
以
降
、
南
北
両
党
の
争
い
が
敦

賀
1
府
中
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
右

に
引
用
し
た
う
ち
の
前
者
は
後
醍
醐
天
皇
倫
旨
で
、

熊
谷
直
経
に
対
し
て
「
荒
地
山
」
の
警
国
を
命
じ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
荒
地
山
」
が
国
境
地
域
の
山

そ
の
も
の
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
っ
て
、
近
江
田
か
ら
越
前
国
へ
抜
け
る
街
道
に

警
備
の
施
設
を
置
い
て
、
凶
徒
を
こ
こ
で
討
つ
よ
う

に
と
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、
荒

地
山
の
街
道
に
関
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
推

測
し
て
ま
ず
誤
り
あ
る
ま
い
。
年
未
詳
で
あ
る
が
、

南
党
が
越
前
国
へ
入
部
し
て
ま
も
な
く
の
建
武
三
年

十
二
月
の
も
の
と
考
、
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
後
者
は
、
建
武
四
年
(
一
三
三
七
)
三
月

に
金
崎
城
を
追
わ
れ
た
南
党
が
、
翌
建
武
五
年
(
一

三
三
八
)
に
、
一
方
で
は
府
中
か
ら
足
羽
郡
へ
と
展

開
し
、
他
方
で
は
敦
賀
で
の
失
地
を
回
復
し
つ
つ
あ

っ
た
事
態
に
対
し
て
、
北
党
朽
木
頼
氏
が
近
江
固
か

ら
入
部
し
て
南
党
に
攻
撃
を
加
え
た
際
の
軍
忠
状
で

あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
朽
木
頼
氏
が
四
月
晦
臼
に

ま
ず
荒
地
中
山
関
を
打
ち
破
り
、
続
い
て
同
日
に
疋

田
城
を
制
圧
し
て
位
馬
房
以
下
の
南
党
を
追
い
落
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
荒
地
中
山
関

が
争
奪
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
性
格
か
ら

当
然
と
し
て
、
留
意
す
べ
き
は
、
荒
地
中
山
関
が
疋

田
城
と
は
明
ら
か
に
別
個
の
施
設
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
点
と
、
そ
し
て
荒
地
中
山
関
が
疋
田
城
に
ご

く
近
接
し
て
立
地
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
敦
賀
入
部
以
前
の
四
月
上
旬
に
、
朽

(
鮎
河
)

木
頼
氏
は
近
江
国
甲
賀
郡
の
「
相
賀
城
」
を
攻
撃
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
四
月
晦
日
の
敦
賀
侵
攻
は
、

塩
津
街
道
ま
た
は
七
里
半
越
を
通
っ
て
南
方
か
ら
北

方
に
向
け
て
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
す

れ
ば
、
最
初
に
攻
撃
さ
れ
た
荒
地
中
山
関
は
、
疋
回

城
よ
り
も
南
方
に
位
置
し
て
い
る
と
解
す
る
の
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
疋
回
よ
り
も
南
に
位
置
し
、
し
か
も

塩
津
街
道
・
七
里
半
越
の
い
ず
れ
を
も
犯
す
る
こ
と

の
で
き
る
地
点
と
い
、
え
ば
、
追
分
し
か
な
い
。
す
な

わ
ち
こ
の
史
料
に
見
え
る
荒
地
中
山
関
は
、
追
分
に

設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

南
北
両
党
の
戦
闘
は
そ
の
後
、
建
武
五
年
間
七
月
に

新
田
義
貞
が
戦
死
し
、
一
進
一
退
の
状
況
を
暦
応
四

年
二
三
四
二
ま
で
く
り
返
し
て
、
つ
い
に
南
党

の
全
面
的
退
散
と
な
っ
て
終
結
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
で
お
く
。

荒
地
中
山
関
に
関
す
る
史
料
は
も
う
一
点
が
得
ら

れ
て
い
る
。申
置
条
々
事
。

一
師
跡
相
承
勤
仕
長
日
薬
師
供
事
0

.
(
中
略
)
・
:

一
坊
領
粟
田
正
法
寺
・
気
比
神
宮
寺
等
別
当
職

井
荒
地
中
山
升
米
事
。

・
(
中
略
)
:
・

一
代
々
烈
祖
追
善
事
。

右
条
々
、
委
旨
嗣
政
制
隆
秀
。
品
川
所
申
置
大
納
言
法

印
隆
俊
御
房
也
。
公
武
御
所
講
可
被
致
精
誠
、

殊
師
跡
可
被
専
興
行
。
所
労
長
々
相
侵
之
問
、

所
申
置
也
。
の
譲
与
之
状
如
件
。
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応
仁
弐
年
九
月
廿
七
日

(
6
)
 

権
僧
正
隆
増
(
花
押
)

こ
の
史
料
は
、
知
恩
院
権
僧
正
隆
増
が
応
仁
二
年

(
一
四
六
八
)
に
、
長
日
薬
師
供
や
代
々
列
祖
追
善

な
ど
の
祈
祷
勤
行
と
、
そ
の
経
費
に
充
当
さ
れ
る
諸

職
得
分
を
列
記
し
て
、
こ
れ
を
大
納
言
法
印
隆
俊
に

譲
与
し
た
置
文
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の

諸
職
得
分
の
う
ち
の
一
項
目
と
し
て
、
寸
荒
地
中
山

升
米
」
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
升
米
と
は
、

米
一
石
に
つ
き
一
升
の
割
合
で
徴
収
す
る
関
料
の
一

種
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
荒
地
・
中
山
に
関
所
が
設

置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
く
、
こ
こ
で
徴
収
さ
れ

た
升
米
は
知
恩
院
院
主
の
得
分
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。以
上
が
、
今
ま
で
に
得
ら
れ
た
荒
地
中
山
関
に
関

す
る
史
料
の
す
べ
て
で
あ
る
が
、
最
後
に
『
敦
賀
志
』

に
見
え
る
石
塚
資
元
の
見
解
を
検
討
し
て
お
き
た
い

と
思
、
7
0
愛
発
関
ハ
今
の
道
の
口
番
所
其
跡
成
へ
し
。
源

平
盛
衰
記
に
、
あ
ら
ち
の
北
三
ノ
口
と
云
所
あ

り
、
よ
し
つ
ね
を
と
ら
へ
ん
為
に
関
を
お
き
、

井
土
左
衛
門
に
守
ら
し
む
、
と
い
ひ
、
又
、
あ

ら
ち
の
関
所
三
ノ
口
に
て
関
守
に
見
他
国
ら
れ
、

泉

塩
津
街
道
と
荒
地
中
山
関

武
蔵
坊
さ
ま
/
J
¥
申
、
漸
愛
を
難
な
く
通
り
・

(
中
略
)
・
:
是
ら
の
文
を
見
れ
ハ
、
あ
ら
ち
の

関
ハ
今
の
道
口
に
在
け
ん
事
し
る
へ
し
。
も
と

よ
り
北
国
よ
り
の
ぼ
り
、
東
西
へ
不
分
前
ニ
可

(
7
)
 

在
こ
と
わ
り
也
。

す
な
わ
ち
石
塚
資
元
は
「
源
平
盛
衰
記
」
の
一
節

に
依
拠
し
て
、
荒
地
中
山
関
が
三
ノ
口
(
道
ノ
口
)

に
所
在
し
た
と
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
検

討
し
た
朽
木
頼
氏
箪
忠
状
で
は
、
荒
地
中
山
関
は
追

分
に
所
在
し
た
と
推
測
さ
れ
、
右
の
『
敦
賀
志
』
で

は
道
ノ
口
の
所
在
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
食
い
違

い
は
ど
う
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
は
こ
の
二
つ
の
所
在
地
を
、
時
代
の
隔
り
に

よ
る
相
異
で
あ
り
、
共
に
所
在
地
と
し
て
正
し
い
と

考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
朽
木
頼
氏
軍
忠
状
の
語
る

南
北
朝
期
の
荒
地
中
山
関
は
追
分
に
所
在
し
、
『
敦

賀
志
』
引
用
の
「
源
平
盛
衰
記
」
が
一
不
す
荒
地
中
山

関
は
道
ノ
口
に
所
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

道
ノ
口
に
関
所
が
所
在
し
た
の
は
、
南
北
朝
期
よ
り

ず
っ
と
後
世
の
室
町
j
戦
国
期
、
も
し
か
す
る
と
江

戸
期
に
な
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
源
平
盛
衰
記
」
の
語
る
道
ノ
口
の
関
所
を
、
鎌

倉
初
期
で
は
な
く
し
て
室
町
期
以
降
(
も
し
か
す
る

と
江
戸
期
)
の
も
の
と
考
え
る
理
由
は
、
次
の
二
点

で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
石
塚
資
元
が
参
考
に
し
た

「
源
平
盛
衰
記
」
は
、
か
な
り
新
し
い
時
点
で
編
集

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

筆
者
の
手
許
に
あ
る
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
を
見
て

も
、
右
の
ご
と
き
箇
所
が
見
い
出
せ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
地
名
等
が
詳
細
な
の
は
、
地
元
の
地
理
に

明
る
い
者
の
介
在
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
「
新

訂
越
前
国
名
蹟
考
』
を
見
て
み
る
と
、
道
ノ
口
村
の

項
に
、
番
所
道
口
に
若
州
小
浜
よ
り
番
所
を
立
、
海

上
よ
り
上
る
諸
荷
物
の
駄
引
米
を
取
事
あ
り
。

壱
俵
に
付
壱
升
五
合
の
積
り
也
。
陸
を
行
荷

(
8
)
 

物
に
は
取
事
な
し
。

と
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
江
戸
期
の
道
ノ
口
番
所
の

存
在
が
「
源
平
盛
衰
記
」
に
投
影
き
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

第
二
の
理
由
と
し
て
は
、
各
経
路
の
利
用
頻
度
に

変
動
の
生
じ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
道
ノ
口
に
関
所

を
立
地
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
た
の
は
、
か
な
り
後
世

に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
区
域
の
経
路
の
う
ち
で
最
も
古
く
よ
り
利
用
さ

れ
て
い
る
の
は
、
一
つ
は
七
里
半
越
、
も
う
一
つ
は

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



若
越
郷
土
研
究

二
八
巻
六
号

88 

深
坂
越
で
、
荷
物
運
送
に
際
し
て
は
深
坂
越
が
官
道

で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
経
路
は
追
分
で
分
岐
し
、

そ
し
て
南
北
朝
期
の
荒
地
中
山
関
は
追
分
に
所
在
し

て
い
た
と
推
測
き
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
古
代
l
南

北
朝
期
は
追
分
に
関
所
を
置
い
て
、
二
経
路
を
施
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
に
そ
の
後
、
物
資
流
通

量
が
増
大
し
、
材
木
の
ご
と
き
巨
大
な
重
量
物
ま
で

頻
繁
に
運
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
深
坂
越
よ
り

も
標
高
の
低
い
新
道
野
街
道
の
方
が
、
よ
り
頻
繁
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

う
な
る
と
追
分
に
関
所
を
立
地
さ
せ
て
お
い
た
の
で

は
、
全
経
路
を
犯
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
別

の
地
点
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
か
く
し

て
、
室
町
j
戦
国
期
以
降
(
も
し
か
す
る
と
江
戸
期
)

に
は
、
荒
地
中
山
関
な
る
関
所
は
、
道
ノ
口
に
設
置

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
き
理
由
に
よ
っ
て
、
古
代
j
南
北
朝

期
の
荒
地
中
山
関
は
追
分
に
所
在
し
、
室
町
i
戦
国

期
以
降
(
も
し
か
す
る
と
江
戸
期
)
の
関
所
は
道
ノ

口
に
所
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
も
の
で

ふ
め
ヲ
匂
。

注

『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
巻
第
二
八
。

黒
田
日
出
男
氏
「
中
山

i
中
世
の
交
通
と
境
界
地

2 

3 
名
」
(
『
月
刊
百
科
』
第
二
四
四
号
)
。

『
令
義
解
』
軍
防
令
(
『
国
史
大
系
』
第
一
二
巻
)
。

『
熊
谷
家
文
書
』
第
五
九
号
(
『
大
日
本
古
文
書
』

家
わ
け
一
四
)
。

『
朽
木
文
書
』
第
四
三
一
号
(
『
史
料
纂
集
』
古
文

書
編
)
。『
九
条
家
文
書
』
第
二

O
七
九
号
(
『
図
書
寮
叢

4 5 6 7 
干
』
)『
敦
賀
志
』
。

杉
原
丈
夫
氏
編
『
新
訂
越
前
国
名
蹟
考
』
。

8 

(五)

史
料
不
足
に
よ
っ
て
組
雑
な
検
討
し
か
加
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
明
ら
か
に
で
き
た
点
に
つ

い
て
一
応
の
ま
と
め
を
行
な
っ
て
お
こ
う
。

敦
賀
よ
り
琵
琶
湖
北
岸
に
至
る
経
路
と
し
て
、
最

も
古
く
よ
り
用
い
ら
れ
た
の
は
、
七
里
半
越
と
深
坂

越
で
あ
っ
た
。
と
く
に
荷
物
運
送
の
官
道
と
し
て
は

深
坂
越
が
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
次
第

に
物
資
流
通
量
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
大
浦
越
や

新
道
野
街
道
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
永
正
年

聞
の
気
比
社
造
営
用
材
の
運
搬
は
、
恐
ら
く
は
新
道

野
街
道
を
通
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
さ
ら
に
疋
田
か

ら
以
北
は
笠
ノ
川
の
河
流
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
、
7
。

塩
津
街
道
(
深
坂
越
と
新
道
野
街
道
を
総
称
し
て
)

の
駄
賃
に
つ
い
て
は
、
十
世
紀
段
階
で
荷
物
の
一
六

%
、
十
三
世
紀
段
階
で
二
O
%
で
あ
っ
た
こ
と
が
判

明
し
た
。
駄
賃
の
増
額
傾
向
は
、
物
資
流
通
量
の
増

加
と
い
う
事
態
を
想
定
し
て
こ
そ
理
解
で
き
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
と
合
わ
せ
て
、
湖
上
舟
運

の
船
賃
も
判
明
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
必
ず
し
も
増
加

傾
向
を
見
せ
て
い
な
い
。
舟
運
の
場
合
に
は
、
輸
送

能
力
の
向
上
が
比
較
的
に
容
易
で
あ
っ
た
た
め
の
現

象
と
思
わ
れ
る
。

敦
賀

1
琵
琶
湖
聞
の
街
道
を
犯
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
て
い
た
の
が
、
荒
地
中
山
関
で
あ
る
。
そ
の
存

在
を
示
す
若
干
の
史
料
か
ら
、
古
代
i
南
北
朝
期
の

荒
地
中
山
関
は
追
分
に
立
地
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
た
。
し
か
る
に
時
代
が
降
っ
て
物
資

流
通
量
が
増
大
す
る
と
、
利
用
経
路
も
複
雑
と
な
る

の
で
、
そ
の
経
路
す
べ
て
を
掘
す
る
た
め
に
、
関
所

は
道
ノ
口
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
室
町

1
戦
国
期
(
も
し
か
す
る

と
そ
れ
以
降
)
の
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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